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Microsoft® Project Server バックアップおよび復旧ガイド
Microsoft Project Server には、タスクのスケジューリングやリソースの割り当てといった、組織のプロジェクト管理プロセスの基礎を成す重要な情報が格納されます。Microsoft Project Server 環境の障害復旧のための準備は、大規模な展開計画のかなりの部分を占めます。簡単に言えば、Microsoft Project Server のデータの障害復旧計画を立てることで、データベースの破損、ハードウェアの故障、自然災害、または悪意のあるユーザーから組織を守ることができます。 

一般に、Microsoft Project Server と、負荷の軽減を図る予定がある関連アプリケーションは、新しい堅牢なサーバーに展開する必要があります。障害復旧計画は、Microsoft Project Server のデータの定期バックアップが中心となります。このバックアップによって、サーバーの再構築や、予備の復旧サーバーへのデータ復元が可能になります。Microsoft Project Server のデータを定期的にバックアップすることに加えて、Windows 2000 Server の設定 (IIS など) をバックアップし、この情報も復元できるようにする必要があります。特に SharePoint Team Services from Microsoft を実行しているサーバーについては、バックアップ方法の 1 つとしてイメージを使用することを検討してください。
この章は、障害に備えた計画と復旧に関する次の節で構成されています。
· バックアップおよび復旧計画の作成 (SQL Server 2000、Analysis Services、SharePoint Team Services、およびドキュメント ソースが含まれる Windows NTFS ディレクトリ構造の準備など)

· SQL Server 2000 を使用した Microsoft Project Server のデータのバックアップ
· Microsoft Project Server 環境を復元するための準備
Microsoft Project Server のデータの復元
バックアップおよび復旧計画の作成
バックアップおよび復旧計画は、2 つの概念に基づいて作成する必要があります。第一に、Microsoft Project Server では、重要な情報がすべて SQL Server 2000 データベースに格納されます。第二に、Microsoft Project Server 環境の個々のコンポーネントをすべて修復して再接続するよりも、Microsoft Project Server 環境を一から再構築して復元する方が簡単な場合がよくあります。
Microsoft Project Server 自体は、主として SQL Server 2000 データベースに格納されたデータに依存しています。このデータをバックアップして復旧することさえできれば、組織のメンバーが作成したすべてのレポートとビューを再構築し、作成し直すことができます。SharePoint Team Services の情報を使って格納されるドキュメントは、データベースには保管されず、各 Microsoft Project Server 環境に固有の接続情報を含んでいます。このため、SharePoint Team Services の障害復旧計画では、SharePoint Team Services の情報が格納されるサーバー上の各ハードディスクのイメージを作成することに重点を置く必要があります。
SharePoint Team Services の情報のイメージを作成することに加えて、SharePoint Team Services 用の <サーバー名>_LM_W3SVC_1_Collab データベースも定期的にバックアップする必要があります。このデータベースには、SharePoint Team Services を Microsoft Project Server 用に構成するときに必要となる重要なメタデータ、項目、その他の情報が格納されます。
注  ここで述べたレベル以上の詳細なバックアップおよび復旧の手順が必要な場合は、組織で使用している他のアプリケーションのバックアップおよび復旧ガイドを参照し、より詳細な計画を策定するために必要と思われる方法を判断してください。
バックアップするデータの種類
Microsoft Project Server のデータには、主に静的データと動的データの 2 種類があります。静的データは、たとえばアプリケーションの CD-ROM に収録されている情報のように、ほとんど変更されません。動的データは、たとえば Microsoft Project Server データベースに格納されているデータのように、絶えず変更されます。一般に、動的データはバックアップが必要なのに対して、多くの静的データは比較的簡単に元に戻すことができます。
静的データの例として、次のような種類のデータが挙げられます。
Microsoft Windows 2000 Server オペレーティング システム ソフトウェア、およびサービス パックやソフトウェア アップデート。
· パッケージ アプリケーション ソフトウェア (例 : Microsoft Project Server、Microsoft Project Web Access など)。
· 補助ソフトウェア (例 : SQL Server 2000)。
動的データの例として、次のような種類のデータが挙げられます。
· Internet Information Services (IIS) のメタベース データ。IIS のメタベースは、システム レジストリに似ています。ここには、ファイルとディレクトリのプロパティ、ドキュメントと懸案事項の管理用の仮想ディレクトリ、HTTP のセキュリティの設定など、Microsoft Project Server と SharePoint Team Services に関連する情報が登録されます。IIS のメタベースは定期的にバックアップする必要があります。
· SharePoint Team Services のドキュメントと懸案事項。SharePoint Team Services には、プロジェクトのサブ Web に関係するドキュメントと懸案事項が格納されます。SharePoint Team Services の懸案事項の部分はデータベースに格納され、バックアップすることができます。ただし、SharePoint Team Services のドキュメントの部分は、SQL Server の標準のバックアップ手順でバックアップすることはできません。
· Microsoft Project Server のデータとストアド プロシージャ。Microsoft Project Server のデータベースは、バックアップすべき最も重要なデータです。Microsoft Project Server のデータのバックアップおよび復旧計画では、SQL Server の標準のバックアップ操作が常にその一部を構成します。
Microsoft Project Server のデータのバックアップ
Microsoft Project Server のデータは、すべて SQL Server 2000 データベースに格納されます。Microsoft Project Server のデータをバックアップする方法を決めるときは、この点を第一に考慮する必要があります。SQL Server バックアップの使用方法はとても簡単で、組織のデータベース管理者も熟知しているはずです。ここでは、SQL Server 2000 データベースに格納された Microsoft Project Server のデータのバックアップに焦点を当てます。
Microsoft Project Server データベースは、プライマリ データ ファイル (.mdf)、データベース ログ ファイル (.ldf)、および (必要な場合は) セカンダリ データ ファイル (.ndf) で構成されます。既定では、これらのファイルはすべて Microsoft Project Server のデータベース サーバーの \Program Files\Microsoft SQL Server\MSSQL\Data フォルダに格納されます。
注  Microsoft Project Server のデータベースをバックアップするのと同じ方法で、SharePoint Team Services のデータベースをバックアップすることができます。SharePoint Team Services のデータベースには、各プロジェクトのサブ Web の懸案事項の項目が格納されます (ドキュメントの項目は格納されません)。既定では、SharePoint Team Services のデータベースは<サーバー名>_LM_W3SVC_1_Collab という名前です。
· SQL Server を使用して Microsoft Project Server のデータベースをバックアップするには
1. Microsoft Project Server のデータベース サーバーで、SQL Server Enterprise Manager コンソールを開きます。
2. Microsoft Project Server のデータベースを右クリックします。
3. [すべてのタスク] を選択し、[データベースのバックアップ] を選択します。
4. [SQL Server バックアップ] ダイアログ ボックスが開いたら、[全般] タブで Microsoft Project Server データベースを選択します。
5. [データベース - 全体] が選択されていることを確認し、[追加] をクリックします。
6. [バックアップ先の選択] ダイアログ ボックスで、バックアップ ファイルの保存先を参照し、バックアップ デバイスを選択します。ドライブまたは保存先の直接パスを入力することも、[. . .] ボタンを使用することもできます。[OK] をクリックします。
7. [オプション] タブを選択します。
8. [完了時にバックアップを検証] チェック ボックスをオンにします。[OK] をクリックします。
9. [OK] をクリックし、Microsoft Project Server データベースをバックアップします。
· Microsoft Project Server データベースのバックアップを自動化するには
1. [SQL Server バックアップ] ダイアログ ボックスの [全般] タブで、[スケジュール] の [スケジュール] チェック ボックスをオンにして、[. . .] をクリックします。
2. [スケジュールの編集] ダイアログ ボックスで、[定期的] を選択し、[変更] をクリックします。
3. [定期ジョブのスケジュール編集] ダイアログ ボックスで、バックアップの頻度を指定し、自動バックアップを作成する間隔を設定します。
データのバックアップ ローテーション
具体的なバックアップ手順を実行する前に、バックアップの種類やローテーションのスケジュールなど、現在の環境に要求される適切なレベルのバックアップを判断する必要があります。Microsoft Project Server のデータの一般的なバックアップ計画には、毎晩行われる Microsoft Project Server のデータの通常バックアップ、および週に 1 回、月に 1 回など、定期的に行われる Microsoft Project Server 関連の他のすべてのハードウェアおよびシステム情報のバックアップ (SharePoint Team Services のデータのイメージングを含む) を盛り込みます。自分の組織の障害復旧計画を参照して、Microsoft Project Server 環境の定期バックアップの頻度を決めてください。
Microsoft Project Server の SQL Server ログ ファイルのバックアップ
Microsoft Project Server データベースのログ ファイルは、データベース サーバーへのアクセスがあるたびに更新されます。少人数の Microsoft Project Professional のユーザー (10 ～ 15 人) と、Microsoft Project Web Access を使用するチーム メンバーしかいない場合でも、SQL Server のログ ファイルがすぐにいっぱいになることがあります。これは、最終的にデータベース サーバーのパフォーマンスに影響を及ぼします。データベース サーバーで大量のトラフィックがやりとりされている場合は、サーバー上のデータを定期的にバックアップしてログ ファイルを消去する必要があります。
バックアップの頻度は、各自の組織のバックアップおよび復旧ポリシーに基づいて判断してください。目安として、ログを最低 1 日に 1 回、さらにサーバー全体を最低 1 週間に 1 回はバックアップすることをお勧めします。ただし、頻度は組織のニーズに応じて異なります。ログ ファイルを定期的にバックアップしないと、ログ ファイルがサーバーから消去されません。ログ ディスクの使用率を注意深く監視することが、ログをバックアップする頻度を判断するのに役立ちます。 

パフォーマンス モニタで PhysicalDisk パフォーマンス オブジェクトの [Current Disk Queue Length] カウンタと [Avg. Disk Write Queue Length] カウンタを利用して、Microsoft Project Server データベースのログ ファイルに必要なバックアップの頻度を判断してください。
注  Microsoft Project Server と Microsoft Project Server データベースを同じサーバーにインストールしている場合 (つまり、IIS サーバーと SQL Server が同じコンピュータ上にある場合) は、Microsoft Project Server データベースを専用のサーバーに移動して負荷を軽減することを検討してください。これにより、SQL Server と IIS が同じメモリを奪い合うことがなくなります。SQL Server は、ログ ファイルがいっぱいになるとメモリを消費する傾向があります。
自動圧縮による Microsoft Project Server のログ ファイルのサイズの管理
SQL Server データベースで自動圧縮機能を利用して、データを自動的に圧縮するように構成できます。これにより、Microsoft Project Server データベース サーバー上のファイルのサイズを管理できます。ただし、データベース サーバーのパフォーマンスが低下する可能性があります。自動圧縮機能を Microsoft Project Server データベースで使用するためには、この機能を有効にする必要があります。Microsoft Project Server が使用するサーバーを専任で監視するデータベース管理者がいない組織では、自動圧縮を利用してデータベース サーバー上のファイル (特にログ ファイル) のサイズの増加を管理し、データベース サーバーのパフォーマンスに影響を及ぼさないようにすることができます。
注  自動圧縮を正規のデータベース管理の代替手段として使用しないでください。自動圧縮は、Microsoft Project Server の活動を記録する SQL Server ログ ファイルのバックアップを単に先延ばしにするだけで、バックアップ自体が不要になるわけではありません。自動圧縮を使用するかどうかを決める前に、まずログ ファイルの定期バックアップや、手動のデータ ファイル圧縮などの他の選択肢を検討してください。
· Microsoft Project Server データベースの自動圧縮を有効にするには
1. SQL Server 2000 Enterprise Manager を開きます。
2. Microsoft Project Server のデータベースを右クリックし、[プロパティ] を選択します。
3. プロパティ ダイアログ ボックスで、[オプション] タブを選択します。
4. [設定] で [自動圧縮] を選択します。
5. [OK] をクリックします。
Microsoft Cluster Tool の使用
サーバー クラスタの一部になっている Microsoft Project Server のデータの復旧を計画している場合は、Microsoft Cluster Tool (Clustool.exe) を使用することを検討してください。このツールを使用すると、クラスタ全体の構成情報をバックアップすることができます。後でこの情報を使用すれば、コンピュータ全体または Windows のバックアップからすべてのノードを復元したり再構築したりせずに、クラスタの構成情報を復元することができます。
注  Clustool.exe を Microsoft Project Server 上の静的および動的データの標準バックアップ手順の代替手段として使用しないでください。
クラスタの初期構成が完了した後や、クラスタの構成に何か変更を加えた後は、Clustool.exe を使ってクラスタ構成のバックアップを行います。バックアップは、Microsoft Project Server のデータのソフトウェア アップデートが格納されているネットワーク サーバーなど、安全な場所に保管します。
注  Microsoft Cluster Tool は、Microsoft Windows 2000 リソース キットに収められています。Microsoft Windows 2000 Server リソース キットのインストール処理では、Microsoft Cluster Tool は自動的にインストールされません。Microsoft Cluster Tool に必要なファイルは、Microsoft Windows 2000 Server リソース キット付属 CD-ROM の <CD_drive>:\apps\ClusTool\ ディレクトリにあります。
· Microsoft Cluster Tool をインストールするには
1. Microsoft Windows 2000 Server リソース キット付属 CD-ROM を CD-ROM ドライブに挿入します。
2. セットアップ画面で、[Explore the CD] をクリックします。
3. <CD のルート>\Apps\ClusTool ディレクトリで、Setup.exe ファイルをダブルクリックします。
4. 画面に表示される指示に従って操作を行います。
· Microsoft Cluster Tool を使用して Microsoft Project Server クラスタの構成をバックアップするには
1. Microsoft Project Server クラスタの任意のノードで、Clustool.exe を起動します。Clustool.exe を起動するには、[スタート] ボタンをクリックし、[プログラム]、[アクセサリ]、[管理ツール] をポイントし、[Cluster Tool] をクリックします。
2. 「Welcome」ページで、[Next] をクリックします。
3. [Backup a Cluster configuration] をクリックし、[Next] をクリックします。
4. [Cluster] に、目的のクラスタの名前を入力します。または、[Browse] をクリックし、現在のネットワーク ドメインから目的のクラスタを見つけます。(クラスタを指定しない場合、Cluster Configuration Backup ウィザードは、ローカル クラスタ ノードへの接続を試みます。このオプションは、Clustool.exe をクラスタ ノードで実行している場合にのみ使用できます。)

5. [Backup Name] に、作成するバックアップのファイル名を入力します。
6. [Description] に、現在の日付と、このバックアップに固有の情報を入力します。
7. [Browse] をクリックし、ファイルの保存先を指定します。次に [Next] をクリックします。
8. [Next] をクリックすると、バックアップ処理が開始します。バックアップが完了したら、[Report] をクリックしてバックアップ ログを参照します。次に [Finish] をクリックし、Microsoft Cluster Tool を終了します。
注  Clustool.exe を使用して、特定のクラスタの構成情報をバックアップする方法の詳細については、Microsoft Cluster Tool を開いて [Help] をクリックし、表示される情報を参照してください。
Analysis Services のデータのアーカイブ
Analysis Services データベースに格納された情報は、分析マネージャを使用してアーカイブすることができます。
· 分析マネージャを使用して Analysis Services のデータをアーカイブするには
1. 分析マネージャのツリー ペインで、データベースを右クリックし、[アーカイブ データベース] をクリックします。
2. [アーカイブ データベース] ダイアログ ボックスで、次の操作を行います。
· [保存] ボックスで、アーカイブ ファイルのファイル名とパスを指定します。
· [一時フォルダ] ボックスで、アーカイブ処理中に一時ファイルを作成するフォルダを指定します。
· 注  リモート サーバーのデータベースをアーカイブしている場合は、[リモート フォルダ] ボックスが表示されます。データベースのファイルがある Data ディレクトリのパスを指定します。
3. [アーカイブ] をクリックします。
4. [データベース アーカイブ中] ダイアログ ボックスで、アーカイブ処理の進捗状況を監視します。アーカイブ処理の開始後に、処理をキャンセルすることができます。また、アーカイブ ログを保存することもできます。
SharePoint Team Services のデータのバックアップ
SharePoint Team Services のすべてのデータをバックアップする最も簡単な方法は、この情報が格納されているハードディスクのイメージを作成することです。これにより、データがバックアップされるだけでなく、すべての Microsoft Project Server に固有の接続情報とサブ Web 情報も保存されます。SharePoint Team Services のバックアップにどの方法を使用するかは、実際には SharePoint Team Services のデータの復元方法に基づいて判断します。SharePoint Team Services のデータのバックアップに使用するすべての方法を必ず同期する必要があります。SharePoint Team Services の NTFS バックアップが、SharePoint Team Services データベースのバックアップおよび Project Server のバックアップと同期を保つようにします。
注  バックアップ イメージを作成することに加えて、標準の SQL Server 2000 バックアップ手順を使用して <サーバー名>_LM_W3SVC_1_Collab データベースをバックアップします。
エンタープライズ グローバル テンプレートとエンタープライズ リソース共有元のバックアップ
エンタープライズ グローバル テンプレートとエンタープライズ リソース共有元を定期的に調べて、それらをオフラインで保存する必要があります。これらのバックアップを後で使用して、エンタープライズ グローバル テンプレートとエンタープライズ リソース共有元の情報を復元することができます。
Microsoft Project Server 環境を復元するための準備
Microsoft Project Server のデータを障害前の状態に戻すことは、あらゆる障害復旧計画の第一の目標です。自分の組織の障害復旧計画を参照して、組織で達成する必要がある復旧のレベルを判断します。少なくとも、障害が発生しなかったかのように組織のメンバーがデータを使い続けられるような形で、Microsoft Project Server のデータをサーバーに復元します。
この目標を実現するには、主に次の 2 つの方法があります。
· 予備サーバーへの復元  この方法では、組織のメンバーが使用している本番サーバーとまったく同じように構成された予備サーバーを用意する必要があります。万が一障害が発生した場合は、データを予備サーバーに移動することができます。この方法は一般に、復旧までの時間が最も短くて済むので、停止時間を最小限にすることが何より重要な場合は、主としてこの方法を使用します。
· 新しいサーバーへの復元  あらゆるバックアップおよび復旧計画の既定の方法です。予備サーバーを用意しない組織では、故障したサーバーを短時間で置き換えて再構成する準備を整えておく必要があります。また、たとえ予備サーバーを使用する場合でも、やはりサーバーを短時間で置き換える準備をしておく必要があります。
いずれの場合も手順は同じです。予備サーバーがあるか、新しいサーバーを設置するかにかかわらず、Microsoft Project Server 環境をサポートするようにサーバーをセットアップして構成する必要があるからです。
注  ここで示す手順は、1 台のサーバー環境にも分散環境にも当てはまります。
· SQL Server 2000 および Analysis Services のデータ復旧のためのサーバーを準備するには
1. SQL Server 2000 を新しいサーバーにインストールします。
2. 本番サーバーにインストールしてあるのと同じサービス パックを適用します。
3. Analysis Services を新しいサーバーにインストールします。
4. 本番サーバーにインストールしてあるのと同じサービス パックを適用します。
5. Analysis Services と SQL Server 2000 が同じサーバー上にない場合は、Decision Support オブジェクト (DSO) をインストールします。
6. SQL Server 2000 データベースを作成できるアクセス権を持つドメイン ユーザー アカウントを管理者として追加します (現在組織で使用しているのと同じアカウントにする必要があります)。
7. Analysis Services サーバーへのアクセス権を持つドメイン ユーザー アカウントを OLAP 管理者として追加します (現在組織で使用しているのと同じアカウントにする必要があります)。
8. 現在使用中のデータベースとまったく同じ名前の Analysis Services 用の SQL Server 2000 データベースを作成し、OLAP リポジトリを移行します。新しいリポジトリの設定が、現在使用中のリポジトリの設定と同じであることを確認します。
9. ポートフォリオ分析をインターネット経由で利用できるようにしている組織では、予備サーバーまたは新しいサーバーで同じ手順を実行します。
10. Microsoft Project Server CD-ROM にある PjSvr10.chm ファイルで説明されている手順に従って、Microsoft Project Server データベースを手動で作成します。SQL Server 2000 の復旧手順に従って、後でこのデータベースにデータを復元することも、単にこのデータベースに上書きすることもできます。
11. Microsoft Project Server をインストールした後は、管理センタに移動して、OLAP キューブを作成する必要があります。Microsoft Project Server のデータを復元したら、ポートフォリオ分析ビューを作成し直すことができます。
Microsoft Project Server のデータの復元
障害が発生した後は、組織をできるだけ早く稼働状態に戻す必要があります。予備サーバーまたは新しいサーバーの準備ができたらすぐに、Microsoft Project Server のデータを復元する作業を開始します。
注  問題の種類によっては、バックアップを復元する必要がない場合があります。Microsoft Project Server のデータを復元する前に、Windows 2000 または Microsoft Project Server の環境を修復することで問題を解決できないかどうかを確認してください。
Microsoft Project Server データベースを復元するときは、イベント ログを参照し、サイト全体が正しく復元されていることと、関連ファイルとフォルダが新しい Microsoft Project Server のコンピュータにコピーされていることを確認する必要があります。Microsoft Project Server データベースを復元する準備ができたら、SQL Server 2000 で新しいデータベースを作成する必要はありません。既存のデータベースの上に復元することができます。
· SQL Server を使用して Microsoft Project Server データベースを復元するには
1. Microsoft Project Server のデータベース サーバーで、SQL Server Enterprise Manager コンソールを開きます。
2. Microsoft Project Server データベースを右クリックします。
3. [すべてのタスク] を選択し、[データベースの復元] を選択します。
4. [データベースの復元] ダイアログ ボックスが開いたら、[全般] タブで、Microsoft Project Server データベースを一覧から選択します。
5. [データベース] を選択します。[パラメータ] で、Microsoft Project Server データベースを選択し、復元するバックアップを指定します。または、[デバイスから] を選択し、[デバイス選択] をクリックして [復元デバイスの選択] ダイアログ ボックスを開きます。
6. [オプション] タブで、[既存のデータベース上に強制的に復元] チェック ボックスをオンにします。これにより、バックアップされた Microsoft Project Server のデータが復元されます。
7. [OK] をクリックします。
· Analysis Services とビューを復元するには
1. 障害復旧計画の一部として Microsoft Project Server を再インストールする場合は、Analysis Services の情報を入力します。
2. Microsoft Project Web Access に管理者としてログオンし、OLAP キューブを作成します。
3. キューブが完成したら、他のユーザーがアクセスできるようにキューブのアクセス権をリセットする必要があります。キューブに Microsoft Project Server のデータが取り込まれるのを待ちます (データの取り込みは、Microsoft Project Server のデータがデータベースに復元された後、最初にスケジュールされた OLAP キューブの更新時に行われます)。
4. Microsoft Project Web Access に新しいビューを作成します。
注  キューブが作成されるたびに、キューブに対するアクセス権は維持されます。キューブの更新にかかる時間は、利用可能時間テーブルで更新が必要な情報によって異なります。更新が完了すると、OLAP キューブ ステージング テーブルが作成されて、生成されます。リソースとサマリー割り当ての数、作成されるキューブの中心になるディメンションのサイズ、および Analysis Services サーバーの機能が、いずれもキューブの更新にかかる時間に影響を与えます。
アーカイブされた Analysis Services のデータの復元
以前にアーカイブされた Analysis Services データベース内の情報は、分析マネージャを使用して復元することができます。
· 分析マネージャを使用して Analysis Services のデータを復元するには
1. 分析マネージャのツリー ペインで、データベースの復元先のサーバーを右クリックし、[データベースの復元] をクリックします。
2. リモート サーバー上のデータベースを復元している場合は、[リモート サーバー データ ディレクトリ] ダイアログ ボックスが表示されます。データベースが復元される Data ディレクトリのパスを指定します。復元が完了すると、このディレクトリにデータベースのファイルが入ります。
3. [OK] をクリックします。
4. [アーカイブ ファイルを開く] ダイアログ ボックスで、アーカイブ ファイルのパスとファイル名を指定し、[開く] をクリックします。
5. [データベースの復元] ダイアログ ボックスで、[復元] をクリックします。
6. [データベース復元中] ダイアログ ボックスで、復元の進捗状況を監視します。復元の開始後に、処理をキャンセルすることができます。また、復元ログを保存することもできます。
SharePoint Team Services のデータの復元
SharePoint Team Services のデータを復元する最も簡単な方法は、SharePoint Team Services を実行するサーバーで使用されていたハード ドライブのバックアップ イメージを復元することです。サーバーが故障した場合は、イメージを復元し、Microsoft Project Web Access に管理者としてログオンします。そして、[SharePoint Team Services の管理] で、SharePoint Team Services を実行しているサーバーに Microsoft Project Server を接続します。
注  最後にイメージ バックアップを実行した後でドキュメント領域に追加したドキュメントは、各プロジェクトのサブ Web に追加し直す必要があります。
SharePoint Team Services のデータの復元方法としては、新しいサーバーを再構成し、その新しいサーバーに Microsoft Project Server を接続し、既存のすべてのユーザーとサブ Web の情報を新しいサーバーに手動で同期する方法もありますが、こちらの方が複雑で手間がかかります。この作業が必要になるのは、SharePoint Team Services を Microsoft Project Server 用にカスタマイズする SharePint 設定ウィザード (STSWiz.exe) の動作のためです。STSWiz.exe は、SharePoint Team Services を Microsoft Project Server 用に構成するもので、SharePoint Team Services をインストールするたびに実行しなければなりません。このため、STSWiz.exe の再実行を含むバックアップおよび復旧計画を作成する場合は、以下の「各サブ Web に属するユーザーとグループのレコードを復元するには」に示された手順を実行する必要があります。
注  Microsoft Project Server データベースを復元するのと同じ方法で、SharePoint Team Services のデータベースを復元することができます。SharePoint Team Services のデータベースには、各プロジェクトのサブ Web の懸案事項の項目が格納されます (ドキュメントの項目は格納されません)。既定では、共同作業データベースは <サーバー名>_LM_W3SVC_1_Collab という名前になります。
単に SharePoint Team Services のデータをバックアップする場合 (たとえば、バックアップ イメージを作成しない場合)、サーバー上で各プロジェクトのサブ Web を表す物理フォルダをバックアップします。このフォルダには、すべてのドキュメントとドキュメント ライブラリ構造、すべての一覧データと一部のドキュメント メタデータが格納された SharePoint Team Services データベース、およびドキュメントに関係するすべての関連メタデータ (ドキュメントの作成者や作成日など) が含まれます。バックアップされないのは、各サブ Web に属するユーザーとグループのレコードです。
· 各サブ Web に属するユーザーとグループのレコードを復元するには
1. 新しいサーバーで、STSWiz.exe を実行し、Microsoft Project Server 用のテンプレートと共に SharePoint Team Services をインストールします。
2. STSWiz.exe は、SharePoint Team Services をインストールして仮想サーバーを拡張し、新しい SharePoint Team Services データベースを作成します。
3. このサイトのデータベース接続を変更し、復旧する必要がある SharePoint Team Services データベースのデータベースを接続先にします。この操作は、SharePoint Team Services を実行しているサーバーの SharePoint Team Services の管理ページから行うことができます。
4. SharePoint Team Services で拡張した新しい Web サイトの IIS ディレクトリにすべてのフォルダをコピーします。
5. 新たに提供された Web サイトで [サーバーのチェック] を実行します。チェックが成功したかどうかを示すメッセージが表示されます。
6. SharePoint Team Services データベースに対して管理者の権限を持つドメイン ユーザー アカウントを、新たに提供されたサーバーに追加します。
7. Microsoft Project Web Access に管理者としてログオンします。[管理] をクリックし、[SharePoint Team Services の管理] をクリックします。次に [サーバーへの接続] をクリックします。SharePoint Team Services を実行している、新たに提供されたサーバーに正しく接続できることを確認します。
注  SharePoint Team Services を実行している既存のサーバーを削除しないでください。削除すると、すべての接続情報とリンク情報が失われます。
8. [SharePoint Team Services のサブ Web の管理] ページに移動します。プロジェクトごとに、[ユーザーの同期] をクリックします。これにより、SharePoint Team Services を実行しているすべてのサーバーのすべてのサブ Web のユーザー グループが作成し直され、ユーザー接続情報が保持されます。
Microsoft Project Server データベースの移行
データベース サーバーの容量が不足する場合は、データを新しいデータベース サーバーに移行して負荷を軽減する必要があります。データを新しいサーバーに移行するのは簡単な作業ではありませんが、次のようなガイドラインに従うことで、移行作業をより容易に進めることができます。
· Microsoft Project Server データベース サーバーを定期的にバックアップします。
· Microsoft Project Server データベースをサポートする能力を備えた、SQL Server 2000 を実行する予備サーバーを用意します。
ほとんどの場合、新しい SQL Server 2000 では論理ドライブやディレクトリが異なります。その場合は、SQL Server からデータベースをデタッチし、データベースに関連するファイルを目的の場所に物理的に移動して、データベースを再びアタッチするスクリプトを記述する必要があります。これは、sysdatabase および sysaltfiles 辞書テーブルへの動的 SQL クエリを使って行うことができます。
注  データ ファイルおよびトランザクション ログ ファイルを置く物理的な位置は、データ ファイルとトランザクション ログを分離するなど、パフォーマンスのための適切なファイル配分に合わせる必要があります。
· Microsoft Project Server のデータを新しいデータベース サーバーに移行するには
注  次の手順は、Microsoft Project Server のデータを移行する指針を示すためのものです。組織の構成によっては、同じ手順にならない場合があります。また、組織のセキュリティ ポリシーと物理的なデータ レイアウト (RAID ディスクの構成を含む) が、ここに示す手順に当てはまらないことがあります。さらに、Microsoft Project Server データベースと SharePoint Team Services の再同期が必要になることがあります。
1. 最初に、既存の Microsoft Project Server データベースをバックアップします (SQL Server のフル データベース バックアップ)。
2. Microsoft Project Server データベースを実行する新しいコンピュータに SQL Server 2000 をインストールします。既存のデータベース サーバーで実行されているのと同じサービス パックとパッチを必ず適用してください。
3. 新しいコンピュータに Analysis Services をインストールし、既存のデータベース サーバーで実行されているのと同じサービス パックとパッチを適用します。
4. SQLSERVERAGENT、MSSQLServer、および MSSSQLServerOLAPService の各サービスが自動的に開始するように構成されていることを確認します。
5. 新しいデータベース サーバーの SQL Server サービスを停止します。
6. 新しいサーバーのシステム データベース (master、tempdb、model、msdb) のファイルのバックアップを作成します。これらのデータベースのファイルは、データベース サーバーの \Program Files\Microsoft SQL Server\MSSQL\Data フォルダにあります。
7. 新しい SQL Services サーバーのフル バックアップを実行します。
8. 次に、すべてのシステム データベースのデータベース ファイル (.mdf) とトランザクション ログ (.ldf) ファイル、および Microsoft Project Server データベースを新しいサーバーにコピーします。master、tempdb、model、msdb の各データベースとログ ファイルを、以前のサーバーからのファイルで上書きします。
注  新しいサーバーでは、以前のサーバーと同じフォルダにすべてのファイルを配置します。
9. SQL Server 2000 Enterprise Manager を起動できる場合は、新しい SQL Server 2000 サーバーを登録します。
10. 以前のサーバーのシステム管理者 (sa) パスワードと新しいサーバーの sa パスワードが異なる場合は、レジストリを変更して sa パスワードを更新する必要があります。これで Microsoft Project Server データベースを参照できるはずです。ローカルの SQL Server ログインは保持され、各データベースのユーザーに対応付けられます。
11. すべてのデータベースがアタッチされていることを確認します。すべての Microsoft Project Server 関連のユーザー ログオン (MSProjectUser や MSProjectServerUser など) でデータベースへの SQL 接続をチェックし、既定のデータベースが正しく設定されていることと、パスワードが機能することを確認します。元のデータベース ファイルが正しくコピーされていれば、アクセス許可と権限はすべてそのままの状態で、すべてのログオンが、対応付けられた既定のデータベースを指し示しているはずです。
